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世界中で高まる反戦の声：
コーマ（上）、ワシントン（中）、東京（下）
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11月8日、国連安全保障理事会はイラク

に大董破壊兵器応黄を全面的に受け入れ

ることを求める決議（1441)を満場

一致で採決したイラク側に査察～の妨

害や決議に対する違反があったときには、

国連査察団は「安全閑章理事会に報告」

し、ただちに安全偲晒郵記勁屯集され、

対応を協議する。その際、安全保障理事

会は「イラクば突別な結果に直面すると

度々、警告してきたことに留意する」と

いう趣旨である。

口一号の内容：

Iイラク戦争と日朝関係／イラクで戦争起
，これば犠牲者は 46万人／巳出生台で日米

＇共同訓練／厚木爆音訴訟勝訴／岩国基地

拡張に反対／沖縄から

編集発行●脱軍漏ネットワーク・キャッチピース

●維持会員（月額）個人 l口1000円団体 1口2000円

！ ●通信会員（年額）1口3000円
●参加会員（月額）個人 l口500円団体 1口1000円

（会費には本紙購読料が含まれます）
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安 1441の問題点

イラクは決議で定められた7日の期限待たずに、受

諾を表明した 1998年串こ弁祈していだ詔負がようや

く再開される。 18日には査察司の知鄭訟ゞバグダッド

に入る。その後12月23日⑧囁駆如日）に査察を開始

し、査察団l却3年2月21日までに、結果を安全閑晒里

事会に報告するというのが今後の流れ迄しかし、 60

日では、完全な査察を終了することは不可能で、実際

には約1年はかかると見込まれている。生物・化学兵

器と胴直ミサイルを担当する湮漣監閲毎四浅矮員

会(uM,[)VIC)は、査察するべき場所が700ヶ所以上あ

るとし、 IAEA~翻京子ガ覇①洞湘当する核兵

器査察にしても、 4年の空白によって「以前材箔耽が

価値を失い、多くは一から出直しの状態である」 四

尋 11月15日「朝日新聞」）。

一方、イラクに対してはきわめて厳しし囃務祖果し

ているのが、決議1441の硼尉こ大鰤濶即魂器十

画などの全容を開示するのに与えられた時罰太わず

ヵ汲）日 (12月8日まで）。査察団が必要と認めれば、

関係者を国外に連れ出して事情聴取することもでき

る。しかも査察団に心欠のような一方的な潅勘考え

られている：ヂームを自由口鰤炉？きる▽イラクに自

由に出入りでき大統絢府を含むすべての施設で、自在

に作業を実施てきる▽イラク側か叫亥•生物・化学兵

器弛直ミサイJHコ、かわった人材、関堅冴形嗚殴、
開発・製造工場のリストを提供される▽安全井国藍台

安こよって保証される▽査察湯所を封鎖し、その

断匁Jlr-トも含めて飛行、過子を禁止できる▽ど

こでも飛行、棚室でき、無人飛用紺こよる査察も可能

▽大璽鵜鋲器と部品、材料剤除去、破壊、無ガ炉？

き、関懃嶺を押収、諏を閉鎖できる▽祖憑連物

資の持ち込な持ち出しは自由で、所院財餡杞も受け

なVヽ。

当初米国が成立を狙った決議案芍土イラクが義務

を履行しない場合には、安全閑晒郵記導駒涯lは「必
要trr.r-t..t(l)措置祖酎エることができる」 （つまり武
ガ弔知できる）としていた 「1441」からはこ

のような文面は肖，mされた。しかし、フランスが主張

していたような、 「武力行吏には第二咲冠勧；必要」

という文言も見当たらない。その意味では妥協の産物

である。

決艤を戦割画慰が手がかりに一

層」たらブッシュの思うウド

イラクがまるで品即即）ような査察亜冴頂hを、す
んなり認めるとは思えない。 98~の企察屯帥かゼiに、

査察団に米国の情報部員が紛れ込みスパイ活動を行

ったという疑惑の発覚があったことを思い起こすべ

きだろう。 濱察団の卿克り自由」をいう今回咲旭善

が、 4祠tと同口臨しを引き起こさない保鉦はない。

米国は 「重允遠防Uがあれば、月暉渾行動が可
能であるとこの決蟻を手前勝串項聘孔ている。そし

てすでに6万炒人上の爾隊を湾岸地或に派鷺した査

痴鄭冶日の12月23日前後には、大規模な「演習」を行

う。ブッシュ大統卿ま、 涯漣決議なしでも、やると

きはやる」という姿勢を崩していない。

しかし、 「米国に牛耳られた国竪忍ど無力」という

諦めを私たちが抱いたとしたら、それこそがプッシュ

氏の思う壺だ微妙なバランスの上ではあるが、国皇

は「米国の思うままにば動いてはいない」のだから。

決議1441を、武ガ飛をの通行手舷こするのか、

戦ための手がかりとする力斗太ひとえにこれ

から吋蹟妍絨＝国際•国勺・疇・自治似あらゆ

るレベルでの溝浄をするな」の声にかかっている。

米国でも戦争推進出論は、徐々に勢いを失っている。

前号で伝えたサンタ・クルーズ市につづいて、サンフ

ランシスコ市、オークラント市、バークレ—市、アル

カタ市、セバストポル市（いずれもカリフォルニア州）、

イサカ市、カラマズー市、カールボロ市で「武力攻撃

揺」滋釦匂られ守る。シアト1頃嘩会マ土

議員9人全員がワシントン州選出の上院議員二人に、

対イラク戦争決議に反対するよう要請する手紙を送

っている。日本でも、厚木暉配ミ（神却ID、4金井
市議会償サ0、向日市ほ濁荊うで同様の決叢があ
がっている。ここでも「自治体の平和力」が希望だ

仮口戦争を許せば途方もない数の犠性者と、言え

ることのない爪痕がイラク、中東、そして世界に残さ

れるだろう (4ページ参照）。

2
 

1988年6月18日第三穫郵便物認可（通巻183号） No. 106 2002. 11. 20月fljキャッチピース

「体創変更症候群」の克麗を

ある拉致被害者家族の方の新聞への投書を読んで

愕然とした 「キム・ジョンイル体制を打倒しなim
ば、拉致問題は解決しない」と書かれていたからt:=:,

プッシュ大統領の淋制変野有」が、ここま 「伝染l

してしまったのか••。マスメディアの細直は私たち

を被害者と家底渭加］と言葉に釘付けにしている。そ

の一方で、核疑惑む垂臼に、米国ば洋秤）「米朝捐且

み合意」で約束された重油提供の凍結を打ち出し、日

本もそれに同調している。そして、つぎのよう芯四に

は親蜀刃祁駆こ押しやられる。 「世界食糧計画 ~F

P)のモリス事務局釦ま16日、＜北朝鮮人口の3分

の1が依然として深刻な食糧阻衡こ直面している＞

と述べ、＜日本ば痒手、国煕~45％を占める支

援を行ったが、今卑ま支援がない＞と指臓日本の食

糧支援に期待を示した洪同）」。

たしがこキム・ジョンイル氏は危ない。しかし、北

尊こは、人々が生きているのだ

拉致と榔よ

どっちも「湘即遭産j

決定的になった時代でもあったこのような状況の中

で、危機感こかられた北朝鮮が、「米帝国主義」の前

進拠点である日本での道撃戦」として団間人の拉致

をおもいたった、これが「拉致事件」だったの可まな

いか。事実、「チームスピリット」には在日米軍と基

地が全面的に動員されていt:,,

しかも「朝鮮戦争」 1埠冬わっていなかっt::.a存在す

るのは休戦協定だけであっt::.aその状況お碑こ以上た

った今も変わっていない。

そ⑰酌知？、拉致叡牛ま壕倒凹艮」だった国月

人を標的とすることを禁じた「ジュネーブ条約」は婁

反する「軍事行動」であった公開された国票的な場

で、割砂蔚咀洲蜘螂に解男さね賀壬者が逍罰さ

れ、被害者と家族の人潅回復針図らなければならない

ことは明白だ，しかし、日本人が、「一方的被害者」

として自らをアピールすることは許されない。 7呻我

後半の歴史に私たちは責任があるのだから。

対話による解決し力ない

囃土細も籾該破った籾積切対象と

する「悪材鴎釦にオ頃癬を名指ししたことは「核

譴捻めt喋力攻撃を行わない」ことを約束した

「米朝鉗可呵J(93年）は聖支することは明白であ

る。町条約廉条て核保街国に義糊寸けられた「核軍

縮」虚して、印袖印嘩を繰り返し、「地中

貫通型亥困器（バンカー・バスター）針開発している

のも米国である。

この米国の方針に無胎柑jに追随しマヽる限り、日本

には、キム・ジョンイル体制の「酋威」を一方的に批

判する資格はない。 100卑こ及ぶ日朝の不幸な歴史を

踏まえるならばなおさらである。対話以州功靭翌道

拉致事件と核疑惑、今、この二つ⑪瞑璽L「米日」
対「北朝鮮」の「パワーゲーム」⑪也馬とされている。

しかし丸臼仕ちの思惑とl胡ljにこの二つ渭環駁又

本質的なところで一つの根っこに発する問題である

こともまた事実だっ

拉致事件が集中した7哨珀：後半。輯国のパク独裁軍

事政権と米国、そして日本太 38度線をソ連（当時）

封じ込む項姓識と位置づけていた。 7竪F、カーター
大統領の「在緯米軍衡島方針は、パク政権と米国軍

部の猛然たる反発に合い搬国された逆に、米韓針司

演習（チームスピリット）が始まったのがr暁吋::;,74 
年にi請細の核開兜田勧溌覚，そして、 78年には、

板門店の共同保安区域で米軍と北朝鮮軍が衝突し米

将校一人が死亡する（板門苫劇牛）。「ハンガンの印刷

と称された韓国の経済馨塑愴吉果、南北の経済格差が

蓉だ終わっていない輯争（鵬暉●）に終止符を。

輯鰯半畠と軍アジアを「非懺地書」にしよう 1

はない。

キム・ジョンイル氏に核を捨てさせるため口土日

本も「核の傘」を捨てな巾Uまならない。この相互的

なプロセスをとおした北東アジアの非核化を！ こ

の声を高め、プロセスを提案し、実現Dために努力す

ることを私たちの仕事にしたい。 （田巻一彦）
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対イ?l'J戟争Iさ
46万人0
犠牲者を生む

英国の医療従事者

団体が警告

一直朧(FPNW)I＿加置りる英国の医療従事者団体•MD“汀は11月12日、渭疸の櫨書
ーイカ字けぷ麟•鵬にストト」{Co馳四と旧”伽helthand enwtnnenl:、costsd暉．＂刻と
ぃ刊難漕を発鄭、た。輯告劃ょ．一隕”直の ー澤墨かノンクダノクの掏旧去元：：、渕駅嗜躙が

九イン躙篇遷のた以静に踏み切った湯合、戦鰤り量臥り躙躙民含め“万人む”詞枷出る恐hが
あると襴鼠工いる。M:DACIょ、この櫓仰コに9いて「イラクの●戴に対抗するためには、は戦●ではなく武
暑査察や養輸の彊化を優先するぺきだ」と主彊している。ここでは戦争の被害a綱駅か置点と、この帷計が前
提辻た戦争シナリオの翻分を抜網スて紹介する。

嶋万人が•駿に
恕齢凛釦鴻細双方の死亡者数は、 4万8,000か

ら26万1,000人と推計される。

※仮にイラクの内戟潤秀発されrたり、核攻撃がおこ

なわれねI、死若刃姓ま37万～39万人に達する。
※さらにイラク及岱酌且国可太長期的な健康被害な

どによって20万人が死な卜ごろう。

長曇のエスカレーション

※戦争、経済制裁そして国塾巧鵡封苫計こよってイラ

クの生物化学兵器と長距離ミサイル開発は遅れてい

る、しかし、これらの因器お咲もく廃絶されてはい

ないと思われる。

※米国は、あらゆる種類項祈兵器を開発ば音えてきた）

そこには例えば、「バンカー•バスター」という地中を

貫通して地下芍彰さする核因器が含まれている。

懺
※多数の難民り屯生し周辺国に流入する。緊叙魏りに

は数十億ドJ以漬用を要する。

※中東諸国は国内的にも、国家罰渭鞘配おいても不

安定化する。

※テロリズ凶和ぽ行為が増大する。
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麟譴即躙貿易咲咸少、市場り布憩膳の増

大は米国及び世界に不況をもたらし、貧しい国ほど深

刻な打撃を受ける。

妊突き的媒：兵士一人一人への心理村・肉佑祖杉

響は力他の兵士に伝わり、そび閃笑、地斑伝気社会

紐風匿祉呈と波及していく。

嘱嶋朧疇

※まイラクの環境を広範囲に破懐し、その影響ま

周辺国にも広がる可能性がある。

※油田の火災は、原油流出と有害ガスの放出を招く。

※軍隊乃移動と地雷によって、脆弱な砂漠の生態系は

破蔑される。

※爆撃は都市と表土を破懐する。

※化学兵器と生物兵器土地海川そして大気を汚

染する。放射性物質による汚染乃可能生もある。.... 
※人道的カタストロフィがすでに痛めつけられたイ

ラクの人々をさらに即梱こ追い込む。難民吋担渇てを

失った人々、負傷者、とりわけ押さなし子供たちがこ

の影響をこうむる。

※モら直接被吾を受けた人々は、戦衡憤関叫態
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事ヒに対する感定ぢこ高l,←その生き残り、再達ず

るた松こ自らの文を発紫：きなしto

米発生が予測される淘船妬酎こは、身体紺滝吾、感染

性嗜訊薩、這児、栄隻噸じゞあな癌贋珪

率も崖まるだろう。

来；、ラウマ性の精控疾患慢泊力寄莉与、行動澁害な

どの精禅内健康被害も予測されるC

※現在でもすでに低レベルの稼動状態，こある医療井

ービスは、非常事態とその後の長期和なリハビリテー

ションや刊椀讀加対応することはできなしし

社•一
※91年¢瀾浄ですでに深刻な打撃を受けているイラ

クのインフラス巳ラクチャーは峻争初期の空爆と市

輝で孟大な破壊を受けるこ

麟とした”けリオ

(1)戦争は入現摸な符瀑から始まる。標的にはフセ

イン政権の延命のために必要とするすべての施設、す

なわち、政府襴関の建物、対空坊衛臨段、空•陸軍基

地擁箪惰怖l』即遠設、軍事関連かいてヴ咽造
響、電力供始システム、遷勧緻、燃隅惰謡殴及

び軍との関連があると思われるナベての民生施設が

含まれる。バグダッドた行でなく、フセイン政権乃軍

事的資産と部隊が存在するあらゆる都市と地存泣巧（

撃される。巡航ミサイル、ステルス爆蜘幾攻蜘幾

あ2爆撃痴咬われるe応2!謬忠認ら出緊するだろ

う。このパターンば弯岸戦争やセルヒア攻撃あるい

；まアフガン攻撃と同じである。電力供給システムとコ

ンピューターを破壊するために特別に調整された精

密兵器汎吏われる。加えて、人間を含む「ソ

フトな」瞬杓を狙っt:J.菰咲厳壊力を有する爆瓶到吏

われ、重大な被害を与えるだろうこ

(2)つづいて、陸ヒ咽家と水臨両用韻船5、石油精製

拠点のバスラ周辺及びイラク南東部に上陸し、フセイ

ン政権の鉗脈である石油を絶？大規模沿鄭撃も伴う。

(3)米軍と同盟軍は、イラク北部のクルド居住地域の

制庄をもくろむC す芍こその哨藉ぱ行われている。今

年疇同地域の少なくとも三つ巧彬サ椒ご粕直の技

麟路麟、蒻よ蒋完、工場、下水疇プラント

滋奮：笞懇祖競と病気の蔓延を招く。

磁芥食料、緊急物資の不足によって流団也冴お即：

広がり、戟争研鮒郵）死者以上的犠牲者が出る。

真
※すべてび戦争当事和よ武器か費用、戟争後乃イラ

ク占領の費用、救援及び再建などに甚大な財政負担を

負う。その総額よ1ぷ灼～2．OOO億ドル伽兆円）以

上に上るだろうミ・

※米国の財政負担は戦争ご印Y'-2,000瞳ドル、イラ

ク占領iコなんかん印～200億ドルを消費する。

※イラクの経済は崩壊する。

※100億ドルがあれば、世界のもっとも貧しい人々に、

必要暉を4年間にわたって提供ずることができる。

術渚が入りー，ゞゴブターや頼空機が使えろよう施設

を哺修しこそのひこつであろザコー基幽坦国幻茫

田から200キロぽどのところに危るが、この周辺には

ゴで！こ5,000人以上の架隊が酎沌している。韻蛛乃中

にはトルコの陸軍旅団と米軍特殊判浪効；含まれてい

なこれら呪禅如らヨ9砂わからの西部巧f蹟池帯

への侵攻と同瑶こ行われる。イラク軍こよる抵抗によ

る米軍の禦性を防くア：：めに、こ勾造上作教は、激しく

ヵこ絶氾胃ない瀑撃こよって支援される。こ⑪網配ま

紐の珂似の瑯廷破壊をもたらすだろう」渕国は

クルド人リーダーと協定を結び、居住地國ヰ5ける軍

釈的支援を取りつげている。しかし、このよう沼顆女

府的な内戦は、 トルコの介入を招く可能性芦あるC

(4)空爆によってフセイン政権り切油と分新されたら

すぐに、軍躙涼まバグダッドロ旬かって進撃し、最精

鋭～特別共租司坊衛軍j：ま首桐源転ゴI付けiこ

なる。その結果、イラク困即太精密腕辮謝単と絨緞

爆撃にさらされることになる。イラク軍は36まん

5,000人といわれるが、その大半は装備は貧弱であり、

戦闘力は弱く、さらにおそらく戦意も喪失している。

これらの習瀾はフセイン後の新体制では平和維持軍

に編入されるだろう。諏；田巻—彦）
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今れ日出生台でよ

米わなしV古ずが・・・

11月11日から大分県の日出生台・十文字原で始ま

った日米共司郡陳は、今日で5日目となった今年の

2月まで4革塑亮芍鉗了された料毎兵隊の155ミリ実

殖租尉繹は、今年度、休なりば朽ごったが、 8月27

日は国胡蕊、この秋に日出生台で日米如覗I陳を行

うと発表 2月の約4倍⑰毎兵隊り罪l口平項Kにまた
もややってくることなっt::.,

西部方面総監が発表した内容こよれば、今回の日出

生台での日米井可餅陳は、関東・九州各地域の港湾及

び飛行場、東富拉寅習場、日ギ酌且⑬毎・空域で行わ

れる日米坦覗銀潅陪初一環であり、日出生台での訓

練の期間は11月11日～11月21日。笥覇は、陸自：

第41衝訴褪弊侶I附駐屯栃所在約850名と、米

軍：第3海兵暇覗康下の第2/3海兵対隊（沖縛所在）

約700名。目的は湛止自衛隊及び米海兵隊の躙深汎

それぞ松冴蔀踪激に飴ヽ、井司して乍殿を実施する

場合における相互連携要領を実行動により演練する」c

翻詣雌頷尋池に直する十守暉習

場と別脈闇沌地も使用

B米共同訓練〇鶴燿に燿る
日出生台からの報告

素置基地と日本をどうするローカルt£T大分・日出生台

浦

訓練の主要装備は自衛隊側が、個人携帯対戦車弾、

84ミリ無反嶽砲、87式対戦車誘導楓81ミリ迫撃砲、

120ミリ迫撃砲、 74式戦車、 155ミリ憎痢旭多用途

ヘリコプター⑪日）、輸送ヘリコプター(at-47)、対

戦車ヘリコプター{AH-1)、支援参加として、航空自

衛隊が、 ーツー女援及び航空偵察を実施予定米軍

廊主要装備は、 83ミリロケットランチャー、対戦車

火器勾4、TCM')、 60ミリ迫撃砲、 81ミリ迫撃砲だ

という。

さらにこの演習の開始式と初日の2日間、「オプザ

ーバー招へい」として、オーストラリア、力Z臣ジア、
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インドネシア、ラオス、マレイシア、フィリピン、シ

ンガポール、タイ、ベトナム、ロシア、アメリカの11

ヶ国⑪室祗から躙割甜fを招聰こねま湛止自衛隊

と各国陸軍との間の相互理解と信頼譲成を図ると共

に戦術技量旬上に寄与すること」が目的という。

これに対して、私たぢ朗〗に反対する住囲本 11 月

6日に演習場を見下ろす高台に約 10畳び監視小屋を

設置した 12日からの演習那台と同京こ監視小屋に交

替で詰めて、どん滋衛目が行われている力双噺録を始

めた）しかし、実際ゴ台めてみてわかったのだが、過

去4年間の米軍単独訓練が155ミリ砲のみをカウント
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をすねまよかったのだが、今回の日米如司り嘱たは使

用する武器吋翫勧5多いため、演習の種類を区別し、

カウントするのはほとんど不可能だという事実を初

日から思い知らされた

この演習は現缶皆祠コであり、まtゴlP環会に報告

する。今回はこの日米井覗1I糠を前にしての、いくつ

ヵ双エピソードについて報告する。それは、日出生台

演習場の現地住民が、長年にわたって自衛隊によって

いれ函をカサられ、コントロールされてきたかを

示すものだ

自躙嶽剣判釦Eの更新をめぐって

日出生台演習場は、1900年より演習場とされ、現在、

軍釈寅習は年間330日、うち実弾演習が230日行われ

ており、周辺住民冴筍醤彬択梵採草・放牧ば賞行と

して、毎早封青を出した者に、自卿珈啜河する形で

行切ている。日出生台演習場を自衛隊ガ咆洞するに

あたって、自衛隊地元3町、大分煕ま「日出生台演

習場使用等に関する協定（以下、自衛隊使用協定と呼

ぶ）」を結んでいる。この協定が、 9月16日で5年ご

との更新の時期む且えていt::.,9月5日付の大分針司

新聞は、この協定更新を前に、地元3町と大分県が「日、

祝日の実弾射撃訓練の開姐寺間を2時間下げ、通常9

時から21晦噴りとする」「新たにヘリコプターの飛行

時間口麒艮を加え、平日心酎竹7時から 21時、日・

祝日は通常9時から 21時とする」の2点を要望とし

て自衛隊に出そうとしていて、自衛隊薗ま屯我の生

活に配慮する」と答えるだけで協定口盛り込むことを

拒否する見通しと報じたどうせ今回も輿叢いよしでそ

のまま更新されるのだろうと思っていた私たちはこ

の記事を見て、町が協定の見直しを求めていることに

正直驚いた。

ある自衛隧幹郎からの電話

この報道を受けて、私たちはさっそく会議を開き、

今回の3町と大分県の要望を後押しするための要請

行動を行うことを決めた翌日の地元砒サこれを小さ

く報道し、さっそく要請律動に入ろうとしていた私た

ちに、新聞記事を見たという、意外な人物から電話が

入った電話の主は地元自衛隊の某幹部で、これま

で彼から私に電話祁かかったことは一度もない。大胆

にも名を名のって自ら電話をかけてきた彼の話はこ

うだっt::o「自衛隊使用協定は地元の人の採草、放牧

について決めたものであり、これまで自銅蒙り滝這を

きかぜて、地冠む）立ち入りを許可してきたあんた

たちがあんまりいろいろすると、これからはそうもい

かなくなるかもしれないよ」「こね胡ljにあんたにど

うしろとか、言っているわけじゃなくて、幽こ僕の個

人的な感想なんだけどね」フォローする言癒やっけた

レ乃ように続いたが、誰がどうみても「脅し」。

実は、この3日ほ日前にも、近蔀こ住ん芍まいるも

ののまったく話をしたこともないおじさんが突然う

ちにやってきて「ちょっと諸諒ヽいかな」というので、

聞ヽてみると、彼の知り合しの日出生台の人から聞い

t嘩と前置きして、まさば司じ内容Dことを糾ゴ舌し

て帰ったことを思い出した）

ふだん、ほとんと話をすることのないこの両者から

涸じ噸初「アドバイス」を受げて、厨翡嗚った

私は過去の日出生台関連の記事を片っ端から読み返

してみることにしたこの→物3きっカサで、これま

で私が知らなかった意外な事実を知ることができた

それは、87年に日出生台で行われた第1回目の日米

共爛、自衛隊側が、訓練に反対を表明した日

出生台周辺住民に、「訓練反対」をやめなければ、放

牧、採草のための演習場入場許可証を出さないと方針

を出し、地冠瑛らは激牧や俎椒こそなえての採草

がこ”覗棚こできないの！訪卑澗題」としてこの要求

をのみ、日出生台姻因こ建てていた「米軍くるな」「合

同演習絶対反対」などと書ハた看板 33本をすべて撤

去したのだという。さらに、ある反対派の代完均人物

には許覗正をすぐに出され

ず、最終的には「訓諫を妨害しない」という念書ま

で書かせて、ようやく立ち入りを許可したのだという。

今から 15年前のことt.:'.,このやり方こそが、自衛隊

が地元をコントロールしてきたやり方なんだと過去

のではっきりとわかっt:o

私たちは演習場の地元で反対を表明している人た

ちと相談して、その結果、「やはりこねま申し入れし

なiザばならない」との共通認識を確認後日、会議

での決定通り、町への申し入れを行っt:o湯伺浣玖
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珠九重と3町を要請用助嘩恥たが、特口斑類訳？

は「玖病町としては、地冠迂取採草、放牧について

は、慣用潅という揺るがない権利と考えています」と

の力強い言葉をもらい、いつもば虚しし要請

行を感じるとともに、いわかる「自治釦がF
和力」をここにも見たような思いがしたしかし、自

衛隊使用協定には2つの要湛集負は結局盛り込まれ

ないで、そのまま更新となった）

米軍使用協定の更新

この自衛隊使用協定の更新からほぽ1ヶ月後の 10

月26日、今度は「日出生台演習場の米軍使用に関す

る協定（以下、米軍使用協定）」が更新の時期を迎え

ようとしていた 10月5日付けの大分針萌印鼎こは1
ば、（これまた私は驚いたのだが）県と地元3町は、

現行の米軍使用協定を見直し、・早朝と夜間の砲撃訓

練の中止・訓綿杵容因分-.,.;:,--co:情報を詳細に公開す

る・米兵の外出時、施設局刀謝員が同行する一の3項

目の要望を抱共副知事が「協定によって米軍の訓諫

に歯止めを力対ナたい」、地元町長は「協定に住民項g

いを反映できねま、米軍の訓陳に歯止めをカサる”楯”

になる」と発言したことを報じていt;::.,

見直しを要求していることについては丸飲みでな

い分の一定の評価ができるものの、この米軍使用協定

の更新については私たちぱ後押しではなく、協定そ

のものの破棄を県と3町に求めt;::.,そ加よこの来直

使用協定は、その実洲生に大きな詔ョ勘；あり、副知事

ゃ長の言葉のような「歯止め」や「楯」とはな

り得ないと私たちは考えたから旭

まずこの粕匿使問協定の→印こきな暉圏土締結す

る当事者の中に米軍が入っていないこと。協恕本県

と地元3町、襴喧楕醤殴局の間で結ばれていて、そ

こに米軍お入ってない。米軍自身が入っていない協定

でいったいどのように米軍こ「歯止め」をがナるのか。

さらに、 97年11月7日、米海因涼芍ぎ城県王城寺

瞭習場ての記詮見で、栄緞逼備囃官は「もU方
衛施設局が地元といかなる協定を結んだとしても、そ

れと、在日米軍に属する個々⑪毎兵隊員との間には何

の関係もない」と答えている。米軍自身が、地元と「協

定」があっても、ウチらにゃ関係ないと答えているの

本当の「共存共栄』

私の住む湯布蒋mヰ艮らない乃だろうが、駐屯地や
基地演習場のある町芍太隣り近所、親戚友だち、

議会、組織、業者に自衛隊①べ咽脱堵がかなりいる。

そのようt渇阿⑰中で太町の住民乃多くは自衛隊

にゴ睛翻あっても、そのことi項助、ることをためらう

雰囲気が実祭りなりある。私たちが日出生台の問題を

訴えるときにも、これらの雰囲気を無視することはで

きないのは事実だ

しかし、今、自銅蒙5米軍と一体化しつつあること

が誰の目にもあきらがこなり、す芍ゴ毎ヒ自衛隊まイ

ンド洋・アラビア海て懺争をする米英配凛惇速給油

し、実釦印こアメリカ⑰戦争こ荷担しているところま

できている現実を考えたとき、町の中において、自衛

隊預罠ii項紺サょいて傍観することが、ほんとうに自衛

隊員本人の生命や家族のためでないことはあきらか

氾そ⑰酌宋で、午亘の日米井躙l陳は私たちが地

域ヰかて「自衛隊」について、真剣に考え、議論を

始めるための絶好の機会だとも言える。今、「自衛隊

に触れてはならない」ではなくて、「自衛翠こ触れな

8
 

芯

では紐に紺る拘肋を虻ない這使用協定

の意味は、いったいなんなのかと考えたとき、それま

這滋るものて社なく、むしろ5埠閉⑬飯t自尚本

汲け入れ毎忍を確約させるもの可まない訥私たち

が本当に望むガ）は、なによりも演習そのものがなくな

ることであり、そのためにどのようtjj睛屁挺むべ

きかと考えたとき、実吋生に大きな認閉がある協定を

更新することよりも、これを破棄していくことこそが、

日出生台での米軍演習を廃止していくためのステッ

プでまないかと考え、私たちは大分煕こ対して、協定

を破棄するよう求めたしかし、結局、結論から言え

ば、米軍使用協定は県と3町の意旬も、私たちの意

向も、まったく取り入れず、なにも変わらないまま更

新された

この2つの協定がいくらかの議論らしきものがあ

りながらも、結局はなにも変わらず更新されたこと

で、この協脳漠は、まったく地冠迂敗）たが汎晃）

ではないというその本質を見たような気於しt::,,
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くてはならない」時期に来マることを痛惑する。

11月11日に地元の小学校で元海兵隊員アレン・ネ

ルソンさんの諏寅錨渭耀；された）諏寅後に,j洋生が

書いた感想の中に「私のお父さんは自衛隊だけども、

憲法9条がある力も戦争こぱ行かないと思います」と

あっt;::.,多くの自衛隊員の子どもたちの全員がそうで

はないだろうが、いまや憲法9条こそが自衛隊員やそ

の家族の安全と安心を保障するものであるというこ

とを、共有できる時期に来ているのかもしれなしら

結局のところ、戦争やその準備において、「利益を

得る」のは、この被害をほとんと破ることのない一部

の富裕層が中心であり、またこのたぬの「税金を取ら

れる」のは、私セち多く吠韮忌市民、「犠柏こなる」

のは、基地芍寅習場周辺住民、戦地とされた場所に住

璽．．．・・ •纏鵬鬱纏暮鬱鬱霞●●● ●鬱●霰●曇●響．．．．鬱鬱奮鬱• • • • • • • • ●纏．．．．．璽

む民衆、自衛隊員、米兵、その「欧と名付けられた

兵士たちではないだろう訥

今こそ、地域の中で自衛隊員やその家族をも巻

き込んだ平和運動の側の論理を早急に築いてい

かねばならないと感じている。その過程において、

場合によって地域に波風がをたてることになる

かもしれないが、自衛隊自身がよく使う「共存共

栄」という言葉を、その本来の意味において、基

地や演習場の周辺住民、アジアや世界の民衆、自

衛隊員、米兵、あらゆるこの地球上の人々、民衆

との間で実現しようと考えるなら、この議論は避

けて通れないものであり、また必要不可欠なプロ

セスと見なければなるまいC ♦♦ 

被告•国の主張を遇ける
全国の基地訴訟に大きな弾み

画リょ判決＝国の違法性を認める

この訴訟は、神奈川県の中央部、大和市と綾瀬市にま

たがる厚木基地ぱ在日米海軍と海上自衛隊が共同使用

する航空基地同訴訟；丑田渥迎周辺の住民5,047人が

碑軍噂濾劃叫自篇閾鄭漏音で、 M閉らし
い生活を破壊されたとして、国に総額約92億円の損害

金子ときお
厚
教

●10月16日、横浜地裁岡光民雄裁判影よ第三次厚木基地爆音訴訟（真屋求団長）に対し、原

告の訴えをほiま詞酪休こ認めJ騒音被害は受忍限度を超えており国の基咽甜町節里こ違法がある」

として、 WECPNL値 M値％うるささ指数） 75以上⑪炒釦こ住む原告4,935人に対し合総額

27億4,6CO万円を支払うよう命じ、被告・国の主張、住民が「危険へ接近した」とする「危険ヘ

の接近譲」を退ける判決を出した。

●全国各地で取り組まれている航空機騒音訴訟にとっても画期的な判決となったが、不当にも被

告・国は判決を不服として控訴つ今後裁判が東京晶裁で争われることになる。

賠償と将来の補償を求めた空溺騒笥廂公である。

厚木基地の爆音を巡っては厚木基地曝音防止期成同

盟儲科蹂員約が心年iゴったって粘り強い、爆音

をなくす活動お担わてきており、国を相手項紳lも19 
76年に提訴屈蝦謙高裁差し戻じ蕃で「厚木基地の

岬お蛍扱這と確定した第一次訴訟、 1984年に

疇、 99年に報勅咄された、第二況瞬屈ヰ熱ヽてヨ回

目の裁判であっt:.,
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16日碑訣む巡っては爆音被懃滉艤歎濠地域を

W値（うるささ指成 75図或にま可即わるのか、また、

国の言う、住民5泡倹＾接近したのだから損害賠償ば認

めないとする「勉獅卸屯延論」を採用するかどうかが

最大の争点だった）

判決て岡光裁判長は、 W値75以上の図或について、

自治体の測定データなどから「騒音は激甚と推認され

る」と認定夜間発着訓練 (NLP)の大半が硫黄島に

移された94年以降も年間騒音回如士大きくは減少して

おらず、昨年9月の泊罪寺多発テロ後にはNLP以外に

1日数百機の飛行が暉認されたなと汀騒音状況を総体と

して囲屋すべきで、 NLPの有無だけで用祈するのは相

当でない」と述べたそのうえで、原告らは生活と睡眠

の妨害、精神的被害を共通に受けており、国q坊音対策

l胡こなっていないなどと指摘「国による厚

木基地の設置管理には違法があるといわざるを得な

い」 と半掏iしたっ

また、国の言う泡険へ⑬痴頭倫這音を知りながら転

入しており、賠償剛丑まない」との主郷こ対しては「航

空機騒音は常態性、定期性がなく、住民らが入居前に実

態を正瑯こ把握するのは極めて困難だった」などとして

退けた）

こうした判痴こ基づき、住居専用地域可ボV値75以

上、そ刀也の地域では同印以上の場所に住む住囲こつ

いて受忍限度を超える被害を受けていると結論づけ、

「国による厚木基地の設置管理には違法があるといわ

ざるを得ない」としt:::o

賠償命令額は27億4,600万円て全国の基咀騒銅科公

て過法最高となる。

一方、将来分の請求については漬情は将来肉肋が予

想される」として、ほ力の基咀騒銅囃公と同じく却下し

た：
また、国の基咆酌改源について、廓祉四：を対象に

しt:Ji;嘩工事だけ芍ま「抜ね的な対策になっていない」

と雌斯。さらに「自治体祁米軍への抗議でNLP（夜間

離 l陳）や展示飛行を延期や中止に追い込んだこと

虚べ、国力喰割翰[3U謡り強い交渉をしている

ことをうかがわせる証即ま見当たらない」と厳しく指摘

しt:=o

原鵠の主張を全面的に取り入れた航空楓騒音被害

の裁判にとって画期和呼訣となったっ

三次訴訟の経緯

三次訴訟は1997年12月提訴9一次、二次訴訟

呻訣をふまえ、米軍幾自衛讃鄭頂酌差し止以青

求を外し、被害の損害買収を求める闘いとした訴訟

には5,000名あまりの原告がくわわり、四年十力月で

雌訣を迎えた）

現在基地の騒音訴訟としては、嘉手納、小松、

横田の裁判が進められており、今年三月、小松基地訴

訟婢麟、韮に頃磯田基欝祗呻訣が出され

たがいずれもW値七十五図痴埠8定されたものの、危

険への接近論が採用され、原告側り唸訴、高裁で舘ま

「リムピース」ホームページより
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れている。

国の控訴に紺議

第三次訴訟司では今回の判決を「原告倶ljO)ほぼ全面

的な勝釉とみて、被制甜則に摺訴しないよう働きか

けを強めたが、被告•国は控訴、原告としても都市計

画上の商業地域や工業地域に住む＝住居地域でない

ところの居住者として棄却された原告11人が控訴し、

そび也の原卸＃”むどを準備し、控脈蕃て吃糊いを

進める構えt:::,

なお、訴訟団マ胡胞与•国洞翌斥しないよう様々な

運動を展開したが、防衛臨掬手は10月29日不当に

も摺訴、 11月7日にば原告団がバス2台可浙輯麒受

庁に押しカサ、支援の平和運動センターの阻閉ととも

に約200人で施設庁前で座り込吋翌斥取り下げを強く

迫ったっ

筆者も、交消可員として施設庁との交渉に参加、防

衛施設庁訟務室長と施設企画室長に代表として申し

入れ文書（＊下記）を読み上げt½

この席上、施設市則に控腕垂打をただすと、回答ぱ

麟まで一次、二次訴訟では、うるささ指数80まで

し力頓害賠償が認められなかったのに、今回の判沢ま

75までみとめたこと、②危埃への接近論が認められ

なかったこと この2点を控訴理由としていた3 これ

を聞いて原告仮獣表団頃痰慕違法な瀑音と言うこと

防衛施設庁長官嶋口武彦殿

を認めるなら、 ⑮訴理由にはいっていない）違法伏

態を解消しろ、具体策を示せと強く求めましたが、回

答はしどろもどろ、帰ってくる返舶ま「摺訴材廊司は

しません。」 「国といたしましても荀叡預tは・・・」

「地位協定と安保条約があり・・・」と、中味も前進

もないものばがりであっt:.-,

怒った爆同鈴木保委員長が「外にいる座り込みの部

隊のまえ可紺し」と抗議、さらl諜積漉設庁長官の厚
木基梱駅討這紺諒め実現匂蛍く要請し、時眠叩と

なり申し入れは終了となった。． 
今後裁判は東京一故の舞台を移します。原告団は一

疇して爆音をなくすため、平和司争かな空を取り

戻すため、全力を上げて闘う決意であです。

ご支援をよろしくお願いします。 ＂ 

第三渕車村衝籟脚国の控訴撤国を求めぷ醗青

被・国は、第三図厚沐指瑾訴訟乃横因也距卦央（2002年10月16日）を下服として、 10月29E束尽晶裁に控訴したヘ
今回の横母限炉怯は、過去2回の厚木基咆暴布蛮去埠訣（含最高裁判決）にも拘わらず、国のt衝預硲階廊万不誠実さ・不徹底さを厳しく

指摘したものであり、被告・国は反省と自戒の糧にこそすれ、控訴したことぱ酌囲爵折である基咆蔀旦住民をいつまて信音のいけ：こえに供

真ナるのか！

被告•国ば享太基地醐2住民1)40余隼こ及ぶ瀑音ガ痛みを真こ理解し、嘴丘池裁tJ)示した、 「厚木基地の瀑配お蛮去である」との半1訣を
真撃こ受けとめ、行政府として厚木基地の瀑音解消，こ全力を領：かると応こ、直ちに打訴を撤可することを強く要請ずる。

われよれは三次訴訟J)早掏柑窟定を求めるととも：こ、厚木基地（戌暴音がなくなる日まで、多くの被害住民とどもに、大遠伝バ夫意可闘うこと

を申し入れるつ

2002年 11月7日

厚木基地瀑苗巧止期成同盟

第三況享木爆音訴声団

神奈）1|平稲堕芦ンター

委員長鈴木保

団長真睾求

代表す野峰雪
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瀬戸内海で希少となった藻場・干潟の破壊する

岩国基地・滑走路沖合移設の
埋立て工事鼻結を

z~ ~、 l -~ ~ 

将来に損失を残す

藻場の破壌

｀ー·~ヽ・↓~ J ー ―` -ーマ＿ ―- ＿ 一

米ソ冷戦の終結から 10数年がたち、世界的に見て

も、外国軍の軍翫提供している施設吋胡尉おまとん

亭ヽ。王、日芯字いて、器組員初協長ど榊亀

県名護への軍事空港新設計画切哨皆子している。これら

は、共に希少な浅毎を埋立てるもので、それに伴い、

貴重な藻湯や干潟ガ消滅し、多くの生物の生息する場

を奪い取り、将来口句けて絶対琳彫ミをもたらす重大

な事例となっているC

岩国基地滑走路の沖合移設を目的とした埋立工事

(213ha) に伴い、藻湯•干潟 83haという広大な浅

海咽失してしまうe こねこ対して、山口県などの地

元自治体、環境省が、埋立認可に当たって、「消失す

る藻場・干潟乃最対私材韮駐闘駐謂ずるよう」強く

求めた結果、それを条侶コ肛この認可がおりた経緯が

ある。事業主ぐある防衛陶即苧は、 6人の学者からな

る藻場・千涸司復検討委員会」を設置し、 5年に渡

り検討を行ってきt:.,

しかし、防衛臨即苧土 1田7年6月、埋立針慰台し

とその一方で「藻場・干瀾蔀夏検討委員会」で藻湯・

干 l喝ける検討を重ねるという、いねま見切

••• 9 

二・

湯浅一郎
ピースリンク広島・呉・瑯国

一平呵~―·」.」-

り発車を続けてきたこのこと自体、自然を甘く見た、

全く不当な行為であり、私たちは、少なくとも一旦エ

粒蜘し社で、鷺楊•干潟唖腹擢置を知させ、

回復が可能であることを実翻印乙示した上で、工事こ

入るのが筋であると再三にわたり申し入れてきたと

ころであるc残念なことに、全く逆に工事を先行させ、

既に半分戌罪取繁了する段階に入った

渭陽干潟回復検討鶉告書J

の

そう匂た中で、去る9月23日、検討委員会から「藻

場検」が出され、 1ヶ月の縦覧が行

われたこれについて私たちは、 2回ほと穎覧をして、

A4で2ページの滉解」にまとめた報卸土舒車

川左阜から門師I阿口付近までを8分割し、自然蔀夏

と人工拘濾随により、鄭揚14ha,干潟11比力哩腹可

能となる見どながあるとしているc 問呈忠本大きく

次の二つに分かれるが、ここマよその骨子針笥麒こ

紹介する。

1.提稟量りになっても、溝減する醐即””紺回復

不饒である

委員会は、回復哨赳生のある方法について定影力に

評価し、最も確率の高いものを採用すると言う形で、

かなり丁寧な検討を行っている。しかし、その努力も

空しく、最大に見積もっても、藻場14ha、干洞1

lhaを回復できるとしただけである。これに対―ヽ

消滅する藻湯ま4lha、千淵ま42haにものぼる
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のである。アメリカなどでのミチゲーションマ土消

滅する場の倍は回復のための措置をとるのが普通で

ある。それで初めて、ある程度の代償ができたと言う

ところに近づく C しかし、今回の提卸お陶灼るもの

の30％に満たない。本来であれば 83haに倍する面

積について代償措置匂糞じるべきところである。これ

までの藻湯双弾夏に関する実例や広島湾の実状から、

lOha以上の回復などということは、ほとんど不可

能と言うのが、検討を始める前から見当はついていた

はずである。それ意来では、委員会の努力は認めるが、

土台無理誼四定ったのではないか。

2 提案自身が、どこまで可勤遷問が多い．

a) 2 5 ha全体が成功する保証lがょい

飛の海域を、 8因痴こ分け、回復可能な区

域として、 6区お叡F、それぞれについて、最適の方
法を選定し、藻湯、干潟q蔀釘雅国雨径推定してい

る。方法は二つある。第一ば復元自然商夏としてい

るが、たまたま、対象海域にかつて浚渫をし、窪幽こ

なっている箇所があり、そこを埋め戻すことで、元々、

藻があった場所なので自然に回復するのではないか

と言う提案である。第コ太人工創出人工的に、潜

堤を築き、土砂を投入することで、藻場、干潟⑰節兌

を試みる。 (1)とは、浚渫跡地に河口土砂を投入して、

埋め戻すことである。これは、話の筋が違う。以前、

浚渫し、放置していたものに対しては、それを行った

蔚範甘邸責任を持って、回復させるべきである。そ

の怠慢を逆に利用して、あたかも基幽中呪里め立てに

よる消滅⑪蔀影如使うと言うのは、筋違いの提案で

しかない。

回復可能性の確率を、点数で井価し、 3殿瘤こ分類

している。このこと自体が、提案しものが 100％確実

に実現できる補償がないことを示唆している。そうで

あれば埋め立てを行う前に、何年力郵訂し、実現可

能性を実証的に記明した上で、工事む隼りるのが、筋

である。しかし、報制駅こそのような提案まない。

b)埋め戻り材賃により藻爛酬置の状況が著しく異な

り、面積だIヤq訊噸『できない。

埋め戻す材質は、明確には書かれていないが河口の

浚霙されている。資料編口頭譴蒻吐と河

口浚渫土を使用した比較輿験の結果が示されている。

近隣藻場土

河口浚渫土

生息密度

37株／m2， 
草丈 葉福

180cm 9 cm 

100 7 

アマモの生息密度は、河口の涵棠土土迎挑艇易土

と比べると4分の1にしかならない。つまり、藻湯D
機能としては、生息密度に比例してハ或夏になるから、

実質は匝腹した面稿乃4分の1にしか相当しない。更

に草丈や蔚眉も、河口涵菓七⑪ま、藻場土の半分程

度しかない。これらを総合すると、提案されている埋

め戻しした面積に対し、藻場密度は自然の藻湯乃4分

の 1、更に草丈や環焉が半分しかないことから、機能

としては8分の1しかないことになる。しお外って、

仮に提案されている 14ha分の藻場面積が埋め戻し

により回復したとしても、その8分7)1、つまり1.7 

haの藻場にし力相当しないことになる。そして実際

は、提案された14ha全体が成功する補償もないの

である。

以上から、消滅する場に対して、最丸限うまくいっ

ても沙んに相当する部分こついてだけ、回園都量を行

うとの提案でしかない。しかも、提案している25ha 

についても、うまくいく確喫太そねまど郎ヽわけで

はなく、少なくとも実細的に成功することを提示して

初めて是非を評価できるという技術でしかない。また、

埋め戻しにしても、使用する土研刃濯tによって、生息

するアマモの生即苔度や草丈など、自然閃誤と比べて

質的に劣った状態しか再現できないことは、報告書の

中に実廊甜勘ゞあるのである。このような報告叡こそ

った事業によっては、自治体や環境省が求めている、

鴎湾蛍威を楓射こ池て藻場・刊彫場馳している

機能を回復させるという強い思いに対しては何q亘

答にもなっていない。防衡施設庁は、「岩国周辺の藻

場・干潟か焙紛は残るので、 83ha程度の消滅ま仕

方がない」という思いこみだけで事む聖ケCおり、「最

噸という言葉尻を捕まえて、 30％力屯腹できねま

十分ではないかと居直っている。

防 It
責呻
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これらの点をふまえて、私たちは、様々心形て侑題

提起することを始めたまず環瀬戸内毎鑓勧；、県知

事のI訪3きを2000枚ほ直ljって、瀬戸内毎況←

地はもとより、全勘ヽらハガキむ送る運動を展開して

vヽる。
そして11月12日、 ・勧饂競炉J)申し入れ

を行っt::.,防卿麒知肛’齢撃砥傭設韻麒雌諏

課課長補佐）、池田好氏億海部業務課長）他3人の

計5人こちらは、岩国からの囲積配逹んを含めて

6人， 初めに、私が、要請書と見解を提出したあと、

譴氏が、隋諏鴫の考紘を翻した「この

事業は、公有水面哩姐裁コレ丸ヽて、山口県知事から

の承認を得て、行っているものである。安全冴郎私

騒音の緩和として重要な業務なので、早期完勅冴求め

られており、凍結胡号えていない。藻場・干醐こつい

ては最対塊甜鮒請託とるよう求められていて、専

門家の指導・助言をもとに調査・研究む堡わてきた。

こ枷らはこ吠罷漕を尊重し、固翡匠、規懃

と更に櫛鼻・助言を受けながら、回復に努めていきた

い」という通り一遍q可答であっt::.,

まず、環瀬戸内海毎臓がつくった藻場項台訪3きを

見せ、この藻湯乃実物を見たことがあるかと言うとこ

ろから切り出した判翠垣溶はない。そこで、私た

ちが示した「報告叡こ対する見解」の内容をめぐって、

防衛施設局がどのような吟味をしているかを問いた

だしていった第一は、「最村現努力しても、消滅

する場の30％し力桓腹したことにならないもので、

良しとすることの妥当性糾聞いてみた「専門家が努

力して、ここまでし力提案できな1,,'I(!)だから、これ以

上のことはやりようがない」と居直った。専門家の責

任にしてしまい、自分たちはどこ力号l厄安全な園茄こ

いるのだ，

次に、提案しているものが、 100％うまくいくと

いう保証はあるのか？との問いがナに対し、「専門家

が、色々調査した結論なので、それに従って行くしか

ない」の一点張りである。「しかし、朝咤衷も、自信

がないから、実現可能性を3渕喘こ分けて、点数を付

けて評価しているのであり、むしろうまく行かないも

のが出てくることを予思しているはずである」という

趣旨のやりとりを行ったさらには、「埋め戻しなど

に使用する材質は何を使うのか」との問には、「現時

点では特定していない。河口浚渫土もその一つであ

る」と答えたっしかし、主には河口滴集土ぐらいし

かなし憾触であったそこで、資料編ゴ廿てくる、埋

め戻しに使う材質として、河口涵集ヒと藻圏変糾野月

したときの比佼鶏庚の結果についてどう考えるかと

いう問を拐fてみたこねこ対してはまともお囮吝

はなかった私たちの「見解」では、この菊験結果を

考慮すると、仮に埋め戻しで、 14haの回復ができ

たように見えても、藻場吠掘貶して、藻場密度が4

知1,草拉辺分乃1、あわせると8分7)1にしか

ならなくなり、つまり、 2ha弱にしか相当しないこ

とになるのでまないかと指摘したこれに対する反論

は何もなかっt.:a

このようなことであれば「少なくともやってみて、

うまくいくことを実顧勺に示すのが筋である」という

主張をして、終了した「報告書」は、研究菩が、自

分は傷が付かないように、悪い部分は、表に見せず、

資料編の中にこっそりデータを示打ごけにしており、

肝心な、 25haの実現可能性と、その藻場としての

機能についての影勇しは何一つまとまっ臼形て示し

てはいない。他方で、防衛施設局は「専門家が行っ

た調査報告書だから、これに従えば、良しV士ず」とし

て、何ら吟味していないことがわかったこれでは、

責任の所在が全く見えなくなって、宙に浮いている。

よくある話芍おあるが、実こ良くできた無責任佐制で

ある。

20日には、山口県、岩国市への申し入れをし、 12

月初めには、環境省にも同様の申し入れをしようと計

画しマヽる。国会でも、社民党の金屯糊罷讀韻む直

じて、質問を力寸てもらう予定である。． 
安保を根拠とした埋め立てをとめることは容易な

ことではない。が、こんな愚かなことが、いつまでも

まかり通るようマ太私たちの末如まない0 ..  

丘

三
臼三
三
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沖縄県知事選挙が始まっt::c 1 0月31日に告示さ

れ、今月 17日には投開栗される。この号が着くまで

に結果は出ているだろう。

自民党、公明党が推す現鰤り稲鼠恵一知事、社民

党・社大党などが推わ大田県政の副知事だった吉元政

矩氏、共産党が推す歯利翠釈医療出網諄長の新垣

繁言氏の3名が立候補し、選挙戦を取り組んでいる。

争点は、 ・汎船也冴錦郊環員と 9•4％の高失棄率

虚される雇用対策や経済振興対策などに絞られつ

つある。投票日の週に入った11月12日、地元紙の

沖縄タイムス、琉味新報とも選剃膊籾凛精結果が明

ら力斗こしたが、普天間飛行場の煕河瀦競進める稲嶺

現知事が優勢材痢簑しかし、最終鄭こ入って吉元氏

＾の期待も大きくなっているよう口感じる。

一湘璽タイムス頌剛釈荘、争点の普天間飛行場の移
設先について、有潅街り59％がハワイ・グアムを含

めた「米国」を上

げ、 18％が「名護市」、 7％が「本土と」なってい

る。男女別芍土凍国」力湧性55%、如生63o/o,, 

「本土lは荊生6%、如生7%,,「名護」は男性26%、

女性11％，支持政党別可本「米国」が仕大100%、

共産95%、自由77%、民主75%、社民72%0
「本土」は公明15%、自民、社民ともに90/0.,「名

護」は自民44%、自由23%、保守17%,自民支

持者の「名護」 44％は断凸だが、自民赳寺苗りなか

でも煕哨郷配反対する凍国」 34％と「本土l9% 

の併せると43％と拮抗している。公明支持者が「名

護J 14%、「米国」 53%、「本土I15％と眼河多

設に否泡丸無党派層は「米国 52%、「本土J7%、

「名護」 13 o/o., 

県内移設を進める稲嶺県政だが、約6割の有権者が

国外移設を求めていることに注目しなければならな

い。本士移設も7％は過ぎず、沼電こいらないものを

本土に引き受けてもらおうとする意見ま少数だ

基についての幽馘彫釈団ーいつも圧賤的

に国外移設を求める声が大きく、煕河視文を容認する

意見ま2割を切っているのだが、反基地勢力にはこの

ような県民乃声を受け止める取り組みが不十分t::,4 

年に1度の知事選挙はそのような県民の声を受け止

める絶炉冴艇辺のだが、困墳郷tに反対する側り扮k

裂してそれ芍U喉捕者を擁立してしまった勝てる

はずがないというあきらめで傍観者になる者もおり、

盛り上がりのないまお聖勤峰まっt=,,

岩国移設の提起に反対相次ぐ

今土稲嶺候補が普大間基地の県内

移設、吉元候補力窪約を含屈彫＋•国外税投と 10年

以内の海因礫船＆新垣候補が米軍勘也の無条件毎面

返還を訴えている。

吉元政矩候補が山口県の岩国基地を上げて県外移

設を表明したことば沼れこ波紋を拡げているC マスコ

ミの調査によっても

「本土移設」は少数意見こすぎず、あえて岩国基地へ

の移設を含めて県外移設を表明したことはマイナス

だという声が多く聞こえる。普万翻附我駆汲必宜野

湾市凛かれた告示前の吉元氏の対話集会でも岩国

を名指しで移設地にするようなことに反対する意見

が労働組合員など力も相次いだ）告示後の自治労の決

起大会でも「岩国などとケチなことを言わず、米軍基

地はいらないと言ってほしい」との発言ゲあった自

細叩喝吠会でも国棧淀した「県外・国外へ

の移設」の方針は、普大間飛行場のある宜即荀祠彰片

などの修正提起でハワイ・グアムを含む渕国内ぺ頃多

設・撤退とされた宜野湾祁懺労出司じく海因涼杭空
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基地を抱える岩国市職労と反基地運動で交涜を続け

ており、岩国移設てば反船也塑肋ゞ刈聾を国内的に

拡げることはできないことを擁調した，

米愕躙地薗ゴ書下

10月25日の午後6時20分ごろ、伊江島西崎区

の米軍補助飛行湯から約600メートル離れた民間

地域に物資投下訓練

をしていた米軍機から重量約60キロのプラスチッ

クの水タンク 3個の入った梱包物がパラシュートの

開かないまま落下する

事故がおきと落下地点がら約100メートル離れた

湯所でぱ畜産業を営む名嘉良雄、初美夫妻が農作業を

していだが、幸い夫妻にi切ばなかった落下地知土

街コ訊助恕藩に園要「る黙認謝乍瑯或からも外

れており、直撃すれば死亡事故にもつながる物資落下

紐に貯』け蒻飛行湯乃周辺で島賤に従事する

住民にフて安と怒りを与えている。

米の税明によると投下訓練で投下した梱包物の

パラシュートが開かず紐の一部が機体に引っかかっ

竺ために飛行の安全のために切り離したという。事故

を起したのは嘉手納基地所属の第353特殊乍殿祥

の第17特殊作戦中隊に所属するMC130特殊作

戦機であるC

伊江村、村議会が抗議

伊江島補助飛行場周辺では、これまでにも落下事故

が起きていたが、黙認工作瑯痢村であったために穏便

：こ処理されてきていたしかし、今回は団即梱食であ

ることで島袋清徳村長と内間博昭村議会議長ら伊江

村の代表7名は、 10月29日午前に北中城村の在沖

米 9 μ目］柑砺を訪れ、米軍側に厳重に抗議

するととも；こ物資投丙棋陳の廃止を求めた文化の

日で日曜でもある11月3日夜に伊江村議会は臨時

齢を闊して、籟投刊I躁り廃止を求める「米軍

輸ヽらの物資投下訓陳に関する抗議決議jと意見

書を全会一致で可決しt:.,

嘱匂江島謂奮

県議会でも米軍基地関係特別委員会が10月3l 

日の知事選挙告示目の午後に疇され、事故の概要が

明らがこなり、事故発生後の米軍から施設号や具ゞ乃

通報が日米で取り決めたようにはなされていないこ

とが明ら汎こなっt:::.,

委員会として現地調査を行なうことになり、私も1

1月5日に伊江島に渡って調査を行なっ芯伊江島へ

渡るフェリーの中に胸に階級章を付けた米軍将校が

知ごったが、事故をおこした米空軍第353特殊作

戦クレッグ・ホフマン副司令官であり、県議会の

委員会委員が島袋清徳村長を訪ねる前に村長を現場

隊長とともに訪ねて謝罪し、原因究明まで物資投下訓

練を中止することを伝えていた

伊江村での事故調査での島袋清徳村長の説明は意さ

外なものだった村長の説明には米軍心砺資投下事故

をできるだけ穏便に済ませようとする姿勢がありあ

りと表われていたのだ落下専痴まこれま召こも度々

起っていたが、すべてが県芍涼節箇剋計に報告されて

いたのではないことが村の説明でわかった

フェンスで囲われた基地からはみ出した黙認耕作

地内にパラシュートで降下しても投下物資が落下し、

ても米軍側に抗議をぜず、むしろ事故が起ったことに

ついて村長が地主や耕作筍項寸るという、他の市町村

では考えられない対処をしていてきたのだというc そ

亭遭くと、パラシュート訓練を受け入れた⑰ま

村長だから米軍の事故が起きたごとについて関係者

に謝っているということだっt:::.,島袋村長の説明はも

どかしく、要領を得なかった叩餡沼委員会が事故

調査のために伊江島に来たことに戸惑いを感じてい

るようだった，

1996年12月2日のSACO合意の中で、読谷

補汲譴合意に伴い、読谷飛行場で行なわれ

ていたパラシュート降下郡陳が伊江島補助飛行場に

移転してきたのだ汎降下演習の頻度などぢ馳ヽても、

以前と変わっていないとしか村長i胡該ず、基咀贖g

を表面化させまいとする姿剪項紬乳t:::.,

しかし、村の準庸した資料-c-i:t_9 6年訊牢ゴ条下

訓練事故が多発していることが明らかである。特に、
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釦馳の投刊軋陳で黙認耕作地へ落下する事故が何

度も起きている

伊江村は読谷補助飛行場からのパラシュート降下

調凍の受け入れq禦こ、物資投下訓陳は庖険だから行

なわないように申し入れてきたが、実際には物資投下

訓即疇されている。これまでm鯰奴ば、黙悶哄
作地内に落下していても穏便に処理されてきたよう

だ）

1976年の日米合同委員会では伊江島補助飛行

声・水域ての“橡股＂ l陳が平日午後4時半か

ら午後11時、土燿日は午後5時から午後11時とな

っているが、 2000年8月に日米針志呑員会で平日

噛 6箪ら預9時、潰日は午前6時から正午、

午後5時から午後9時と変更されていることが事故

後に明ら力斗こなっt::.:,

一方、読谷禰肪附＃易て1太沖縄函愚即コまジープ

やトレーラーなどの投fljl陳も行なわれていたが、 1

965年にはトレーラーが女子小学生の上に落ちて

圧死する事故が起り、 ・・番―卜扇l陳は廃止された経緯

がある。 1972年5月15日の沖陶屈愚冴粽こ日米

両冶意した5• 15メモには、使用条件として
「パラシュートによる重量物投下訓練は認められな

い」と記されている。実痢租即軽1の本土積伝で初間
謂叡実施なと凋槃演習が拡大されたように、伊江島

へのパラシュート訓練綱因こ伴い、投下訓練を米軍ま

再開したようだ

街遠剛tの翌日の11月6日午後に県議会米軍

基腰員会は、投下訓練の廃止を求める抗議

譴と意見飩議し、 11月11日に本鎖畜こ提案

して全会一致マ可決された 11日が米国の祝日のた

め、米軍や湘鼈鎚印暉へ⑬旭粗田）入れは、選挙後

の19日に行なうことになっt::.:,

黙基地＂認

それにしても伊江村長の落下事故に対するあやふ

やな態度が腑に落ちなかったので、最後に伊江村長の

米軍事故への対応には広い黙認耕作地が存在してい

ることに関係しているのではないかと、私が質問をぶ

つけてみた3

すると島袋村長は、マスコミ関係者に外してもらう

ように言い、伊江村の状況む胸明したその説明によ

ると、およそ800ヘクタールの面積のうサ匂200

ヘクタール以均漂認耕作地こなっており、この20

0ヘクタール強の多くが普通の農地として活用され

ているようで、軍用地料と農粟収入の「両天秤」なの

だという。さらに、フエンス内の禰囲附酋如牧草地

としても利用されており、土日には立ち入りができて

牧草を刈ることができるので伊江島の畜産業の大き

く貢献しているとのことであったつまり、伊江島補

助飛行場は、約11億円の軍用地料が約千名の地主に

払比ているが、軍用地の約3分の1が普通の畑であ

り、残りも牧草地として経済的呼溢をもたらしてい

ることになる。

さら口土軍用地村に村民の高認？住宅も存在す

るという「特異な状況jがある。

軍用地内に村民の住宅と耕作地ができた経細本伊

鴎ての粗眉こよる彊僧如サ毬節如反対し、軍用

地内での住宅建設を認めさせた1950年代の反基

暉痴ある。米籠靡下ての軍用地料埠駅砂農業

生産高と比べてもわ社なものであった軍用地杓の

項霙住宅や言零耕乍土諷と隣合わ由こ生

活するものであり、住民が軍用地⑰因慧を求めている

ことを示すものだった

沖縄返還後の軍用地料の改善により現在では軍用

地料が農地の生南収入を上回るようになったために、

2重取りのような状況になってきているのだ

伊土軍用趙蜘を拒否する

頭塊主のサ也は契約が熊徐されて軍用地料の恩恵

をなくしていること

は、一種の“みせしめ”的泊龍tのようだ団脚也ヒ

の士地の多くは滑走路などの補助飛行場の内部にあ

り、“向大秤の恩恵にはあずからないようになって

いる。

今回、調査で現場を訪れて、伊ヰ怯代の製麒睾

の流れは軍用地にしておく必要のない耕作地域も返

還しないで軍用地料の恩恵にあずからせるという国

の軍用地政策によるものだということがわかったそ

見`
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の中にある反戦地主の土地を見せし内的に、こまぎれ

に函璽していることは国の‘鞭と飴’政策の典型的

な実践叫島であることを示している。軍用地料打韮民；

の税金であるから、このような不公平な無駄な支出は

肖喩良させなけ加まならない。

f涎、併鳩で広大t渇梢穂の軍用地料を芍ムし続

けるのか、籾陪胡月らがこしなければならないだろう。

かえらざる島・伊江島

10年前の本土復帰20周年の1992年5月に、

地元テレビ局琉球励却壌道躍祖として「かえらざる

島一伊江島・ 20年の検証jというドキュメンタリー

輝昨し放映した 50年代の併且靭土遵爵剖課、

反基地闘争を続けてきた安波根昌鴻さんに象徴され

る基地を許さなし村民が少数になり、耕作地でありな

がら軍用地料を受け取ることのできることを続けた

い村民が多くなっている状況を鋭く捉えたドキュメ

ンタリーで大きな反響む乎んt~

父親の遺言として軍用地契約を拒否する反戦地主

がいる傍ら、反戦地主がら契約地主になって過去を否

定する地主もいること匂央し出していたさらに軍

用地主の会議では米軍の訓練が廃止されて伊江島補

助飛行場が返還されることに大きな危惧をもつ様子

カ峡頃され、今後は‘本音”を出そうと確認しあう

地主達、そのようお暇ヰ寸長になったのが現在の島袋

村長であり、ハリアー訓練を受け入れ、パラシュート

降下訓練を受け入れて、伊江島補助飛行場祖轍甕させ

てきたのだった現在の沖縄刀麒膝巡る状況太一

種の伊江島化といえるのかもしれない。稲嶺眼攻を先

頭に、基地を抱える多くの市町村が日本籾称冴顕蒻t

欲しさに基地を維持し続けようとしているように見

えてくるの芯

伊江島の調査現場で私は島袋村長に10年前の「か

えらざる島→所ヰら・ 20年の検証jのドキュメンタ

リーと状沈お変わっていないのでサ2と話すと、この

ドキュメンタリーの放送で多くの皆さんから抗議を

受け、大応粒惑したと島袋村長は答えた日本のガン

ジーにも例えられる安波根昌鴻さんの反基地塑駆：

無力化するために伊江島で行なわれているのは軍用

噂初2翻りのよう芍杉で柱取注活を潤して、生

活収入の一部となった軍用地料を失いたくないとい

う“住民の本音”を定着させる日本籾研乃取り組みで

ある。

一 嘘

静かな日々を返せ！というスローガンで普天間爆

音訴訟が1オから81オまでの原告200名によっ

て那覇地飯廿電薙烈ゴ翫された裁判て源告は、

(1)午後7時から翌日午前7時までの航翌嫁吼好f

禁止と55デシベルを超えるエンジ以闊籾凌紐：、

(2)午前7時から午後7時まで、 65デシベル以の

航空機騒音の禁止、

(3)環境基栢栽平＜騒音測定の実施、

(4)過去と結審から1年分の将来賠償、原告一人当

り約157万円の支払い、

を国と普対甜附甜籾湛地司令官iゴ奴文いる。

原告団長には長年に亙って普天間基地の爆音を追

放する市即璽駆源り組んでいる滑走路進刃洛の延

長線上の爆音のうるさい地区で教会活動をしてきた

島田善次氏、弁護亜記お梱雌錨弾喪にも詳しい新垣

勉弁護士が担当する。弁護亜こは県内若手弁護士が中

心に参加する。

島回原告団長は「物言区海む註叙丸。これから長

V饂＂こなる。原告一人ひとりが力を合わせて、裁判

を勝ち抜いていこう」と挨拶。松岡奪搾曲胆翌濯紐と

や嘉手紺損樟嘲脚叫ボ青勇原告団長や名護市のヘリ

基地反対協の安富浩共同代表も駆けつけて連帯の挨

拶をしt:o

当初からの目標だった200名の原告以外にも申

込や憫い合わせがあり、引き続き2次、 3次と追加の

訴訟を提起する予定だ

名護の櫨暉事侑ゴ酎：：な農謂

キャンプ・シュワブから発射されたと見られるM2

重機関銃の弾頭が農作業中の住民の近くに着弾した

叡代、米載甘張していた「古い弾」との見解を科

学的な根拠に基づく意見ではないとを郷司したこと

が明らがこなった県警の照会に対して9月17日に

文書で回答したもので10月10日の県議会米軍基
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地関係特別委員会の審議で明ら力仁こなったさらに同

文書で発射弾数もこれまでの700発から1389

発だったことを明らがこしt:.a！議会委員会の現咽調

査では米軍は700発の全てを標的に着弾したこと

をしたなどと説明しており、発射弾数の

大幅な訂正に米軍の真実隠蔽に驚きと怒りの声が上

がっている。使用された銃芯がまた特定されていない

が、一箱100発づつ渭鵡寸とすれば、 14本頌痴夕

が使われたことになり、米軍がこれまでに14本の銃

芯を使用したと説明したこととも符合する。しかし、

まだ発射された銃芯が見つかっていないので県警は

引き続き、米記禄有しマヽる銃芯碍鵡禰吠卸捻

求めている。

10月18日には沖縄県は被弾事件での米軍の対

応に誠意が見られず信頼鄭系を損なったとして、県知

事名の文書でティモシー・ラーセ凶岱吋毎兵隊司令官

に抗議している。

米軍人襲係者の犯鼻が急増

樟心鯰よ涙の甜戻の犯罪が畔増えてい

るが、特に今卑お祠即刈珊が急増している。すでに

今年上半期で24件(29人）と前卑司期の12件(2

1凡から力圏増えた来國欝籾冴阻即：調環

正策が最初に打ち出された1996年に減ったもの

の1998年以来毎卑勧且ており、昨蝦ま70件と

95年の70件と同数になった 95年70件、 96

年39件、 97年44件、 98年38件、 99年48

件、 2000年53件、 2001年70件となってい

る。

環境省のジュゴコ躙t

沖縄本島周辺海域に生息するジュゴ凶廣査を行な

っている環境省は 9月19日午前9時20分ごろ、

金武湾沖合な南南西約5キロの地点にジュゴンを2

頭見つけた。環境省として最初の確認であり、 2年前

の防衛施設庁の延べ6頭と合わせて国として延べ8

頭を躙認したことになる。東京で10月10日は荊憧

されたジュゴンと藻場の広域調査検討委員会で明ら

訊こされた同検討委員会では、ジュゴンの目撃情報

の多い辺野古沖の深場の藻場についても調査するこ

とになったすでに、沖縄本島周辺の水深15メート

ル以下の浅場には約2千ヘクタールあることを確認

している。

普天間代替施設の建設に伴う環境影響評価につい

て、那覇涼蔚施即局は方法書材佳知ための業筍懃E
を10月25日` に開始した 2003年7月頃までに

施庫し、碑・霞して匿忌知事が意思是

出、その後2003年12月頃から環境影響附面を実

施囀叡直碑霞、輝高馘碑・

霞蝉て、事御喝可を受けて2006紺員の著エ

をめざす。

北部訓練場の一部返還にともなうヘリパット移設

予定地の影響厩査芍太貴重種芍酋旬種などが数多く

見つかり、予定地の変更を行ない阿爾査をしているよ

うに、ジュゴンも生息する辺野古沖の代替施即粗ぜ予

定地の環境影響評御士ずんなりとはいかないだろう。

米 輿81倍

米議会調査局がまとめた過去20年の米議会報告

によると、過去20年粉閻瑚紗事故率が囲請腔蔀崖

の事故率の81倍になっていることが明らがこなっ

たっ

米 qoo万ドル的1億2千
万円）以上のAクラスに分類されるものによる統計で、

飛行10万時間あたりの発出覗知ゞ珂耕搬ま0.03 

3件に対し、米軍紺ま2•68件と 8 1 • 2倍になっ
ているc 舘~ AV8Bハリアー攻蜘痴ゞ10. 2 2 

件と突出している。また、空軍の事故率1. 64件に

対して海邸家4.55と極めで齢ヽ。普天間基地のヘ

リも高い事故率である。海因琢かヽリコプターは A

H-lWが4.04、UH-lNが3. 71、CH4

6Eが1. 8 6、CH53が1. 7 6となっているc

固定翼園太 EA6B電子戦臓が4.44、AV8B

ハリアーが10.2 2、FA18戦躍鯨2.8 7と

それぞれ高し事故発生率となっている。

(1 1月15日記）
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会計輯告
(02.10.4~11.14) 

0前期からの繰越

0当期の収入

会費収入

〈内訳） 維持個人

カンパ収入

運動収入

資料収入

預金利子

【支出】

維持団体

参加団体

参加個人

通信会員

●当期の支出

電話・FAX代

郵送費

文具・備品

印刷・コピー代

板込等手数料

分担金等

雑費

●次期への繰越

編纂宣から

42,000 

゜
゜゚
6,000 

36,000 

4,000 

゜゚
゜

゜40,376 
4,008 

5゚10 

36,000 

2,430 

370,044 

46,000 

83,324 

332,720 

●11月3日の「憲法公布の日」は、新潟にいた「護憲大

会」で話をする機会を与えていただいたから芯新認土

1959架塩まった在日帽阜人勾縣可凜の拠点”rで、
今でもウォンサンとの間に「マンギョ切氏／号」の定期

航路が開設されている。港⑰丘くには北朝鮨こ帰国す

る人々が市民の支援への感翻ゴ区た柳（ボトナム）の

並木の道がある。新潟市ホームページには官狡のない

北朝鮮と日本を結ぶ窓口としての役割を果たしている」

と、少ぱ奇らしiガこ書かれていた

●こ戊陀鵡した「拉致蘭牛」勾印肩まだから並大

抵のこと芍ガ幼ったろうと思う。大会でも分科会でも、

・子力艦
入瀧情纏

#134 
2002.10.3 
~11.13 

L＝ロサンゼルス級原子力潜水艦

【横須賀】

【佐世保】

● 10月15日

◇ 同日

● 10月18日

◇ 同日

● 11月12日

◇ 同日

横須賀当期計（うち原

潜） ： 

14:12 原潜シャイアン (L)入港

14:37 原潜シャイアン (L)出港

9:02 原潜シャイアン（L)入港

9:24 原潜シャイアン (L)出港

15:25 原潜ルイビル（ L)入港

15:53 原潜ルイビル (L)出港

佐世保当期計（うち原

潜）

【沖縄（ホワイトビーチ）】

♦ 10月15日 10: 16 原潜ルイビル (L)入港

◇ 10月19日 10:16 原潜ルイビル (L)出港

沖縄当期計（うち原

潜）

無し

0(0) 

33) 

1 (1) 

●2002年1月1日から 11月13日までの各地の原子力艦入
港数／ （ ）内は原子力潜水艦

横須賀

佐懺鼻

沖縄

合計

15 (15) 

19(18) 

16 (16) 

50(49) 

種と怒りを語る年配の方々 の姿が目立っt;:.o

●マンギョンボン和氏「拉致割咋哨杓杞叫ぶ村蔚甜本

のとなり、ぼま―ヶ月に一回の入港乃た岱こ、

港にぽ印口枷集まる。行きの新幹線の中で、そのこと

を叡ヽf項潤記事を読ん芍ヽたら、新潟市拐莉こつとめ

る人の短いコメントを見つけt;:.o国とi胡Iめ、自治体の

独自外交力咳全保障につながるばず」。ここにも、さりげ

なく「自治体が存切」が生きている。うれしかった

●閲土体育館を埋めた参九渚に向かって、そう話しt;:.o

このNまここにいるのでしょうか。衡話遣負で釈効サ
てみたでも、名乗りでてくる凡まいなかった（た）
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